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OAuth認証情報設定

OAuth認証をご利用いただく場合、GroupSessionの動作環境が下記であることが前提となります。

　１：GrupSessionのURLに「ドメイン名」が設定されている

　　　GroupSessionへアクセスする際のURLが
　　　「IPアドレス指定」ではなく、「ドメイン名指定」である必要がございます。
　　　※ 「トップレベルドメイン(ドメイン名の一番右の部分)」が独自設定(.local 等)の場合
　　　　 ご利用いただけない場合がございます。

　　　× https://192.168.1.1/gsession/common/cmn001.do
　　　○ https://groupsession.jp/gsession/common/cmn001.do

　２：「HTTPS」接続が可能である

　　GroupSessionへアクセスする際の通信プロトコルが
　　「http」ではなく、「https」である必要がございます。

　　　× http://groupsession.jp/gsession/common/cmn001.do
　　　○ https://groupsession.jp/gsession/common/cmn001.do

1. OAuth認証を使用する場合の制限事項
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OAuth認証情報設定

１：Google Cloud Pratform へアクセスする
下記URLへアクセスした後、ログインを行います。
※ 事前にGoogle アカウントを作成する必要があります。

URL: https://console.cloud.google.com/

2：新しいプロジェクトを作成する

　1. 画面上部の「プロジェクトの選択」をクリックします。
　　 ※ 「プロジェクトの選択」ではなく、「My Project」等のプロジェクト名称が表示されている場合があります。

　2. 画面上部の「新しいプロジェクト」をクリックします。

　3. [プロジェクト名]を入力します。　 (本マニュアルでは「GroupSession」をプロジェクト名とします)
　　 入力完了後、画面下部の「作成」をクリックします。

2. プロバイダの設定を行う(Google Mailの場合)
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OAuth認証情報設定

3：作成したプロジェクトを選択する

　1. 作成完了後、画面上部の「プロジェクトの選択」をクリックします。
　　 ※ 「プロジェクトの選択」ではなく、「My Project」等のプロジェクト名称が表示されている場合があります。

　2. 作成したプロジェクトの名称をクリックします。
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OAuth認証情報設定

4：Gmail API を利用可能に設定する

　1. 画面左上のハンバーガーメニューをクリックします。
　　 その後、 [APIとサービス] - [ライブラリ] をクリックします。

　2. 検索テキストボックスに"mail"と入力し、エンターキーを押します。
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OAuth認証情報設定

　3. 「Gmail API」をクリックします。

　4. 「有効にする」をクリックします。
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OAuth認証情報設定

5：OAuth同意画面の設定を行う

　1. 画面左上のハンバーガーメニューをクリックします。
　　 その後、 [APIとサービス] - [OAuth 同意画面] をクリックします。

　2. 「外部」を選択します。
　　 その後、「作成」をクリックします。
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OAuth認証情報設定

　3. 画面の各項目を入力し、「保存して次へ」をクリックします。

アプリ名: 任意のアプリ名

(本マニュアルでは「GroupSession Gmail認証」)

ユーザー サポートメール: 任意のメールアドレス

(選択可能アドレスの中から選択する)

デベロッパーの連絡先情報: 任意のメールアドレス(※)

※ 認証情報を管理するご担当者様の連絡先メールアドレス

入力完了後、「保存して次へ」をクリック
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OAuth認証情報設定

　4. 画面の各項目を変更せずに「保存して次へ」をクリックします。

　5. 画面の各項目を変更せずに「保存して次へ」をクリックします。
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OAuth認証情報設定

　6. 入力した各種項目を確認後、「ダッシュボードに戻る」をクリックします。

6：認証情報を作成する

　1. 画面左上のハンバーガーメニューをクリックします。
　　 その後、 [APIとサービス] - [認証情報] をクリックします。
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OAuth認証情報設定

　2. 画面上部の「認証情報を作成」をクリックします。
　　 その後、「OAuth クライアント ID」をクリックします。

　3. 画面の各項目を入力し、「作成」をクリックします。

認証済みのリダイレクトURL:

1. 「URI を追加」をクリックし、「URI 1」テキストボックスを表示

2. 「URI 1」テキストボックスに下記URLを入力

{GroupSession URL}/common/cmn270.do

例: GroupSession URL = https://groupsession.jp/gsession の場合

https://groupsession.jp/gsession/common/cmn270.do

入力完了後、「作成」をクリック

アプリケーションの種類: ウェブ アプリケーション

名前: 任意の名称

(本マニュアルでは「GroupSession Gmail認証」)
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OAuth認証情報設定

　4. OAuthクライアント作成完了画面がダイアログで表示されます。
　　 画面に表示されている「クライアントID」、「クライアントシークレット」をコピーし、
　　 テキストファイル等で保存しておきます。(GroupSessionのOauth認証設定画面で必要となります。)

　　 「クライアントID」、「クライアントシークレット」の保存完了後、OKをクリックします。

7：アプリの公開を行う

　1. 画面左上のハンバーガーメニューをクリックします。
　　 その後、 [APIとサービス] - [OAuth 同意画面] をクリックします。
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OAuth認証情報設定

　2. 「公開ステータス」 下側に表示されている「アプリを公開」をクリックします。

　3. 「確認」をクリックします。
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OAuth認証情報設定

　4. [公開ステータス]が「本番環境」に変更されていることを確認します。

１：Microsoft Azure へアクセスする
下記URLへアクセスした後、サインインを行います。
※ 事前にMicrosoft アカウントを作成する必要があります。

URL: https://portal.azure.com/

2：アプリケーションを登録する

　1. 画面左上のハンバーガーメニューをクリックします。
　　 その後、 [Azure Active Directory] をクリックします。

3. プロバイダの設定を行う(Exchange Onlineの場合)
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OAuth認証情報設定

　2. 画面左の[アプリの登録]をクリックします。

　3. 画面上の「新規登録」をクリックします。
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OAuth認証情報設定

　4. 画面上の各項目を入力し、「登録」をクリックします。

リダイレクトURI:

1. 左のセレクトボックスに「Web」を選択

2. 右のテキストボックスに下記URLを入力

https://{GroupSession URL}/common/cmn270.do

例: GroupSession URL = groupsession.jp/gsession の場

合

https://groupsession.jp/gsession/common/cmn270.do
入力完了後、「登録」をクリッ

ク

名前: 任意の名称を入力

(本マニュアルでは「GroupSession Exchange Online認証」)

サポートされているアカウントの種類:

「任意の組織内ディレクトリ内のアカウント (任意のAzure 

AD ディレクトリ - マルチテナント」 を選択

15 / 25 



OAuth認証情報設定

3：認証情報を登録する

　1. 画面左の[アプリの登録]をクリックします。
　　 その後、 画面右 アプリケーション一覧に表示されているアプリ名称(2. で作成したもの) をクリックします。

　2. まず、画面に表示されている「アプリケーション (クライアント) ID」をコピーし、
　　 テキストファイル等に保存してください。 (※ GroupSessionの認証情報登録時に使用します)

　　 その後、 「証明書またはシークレットの追加」をクリックします。
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OAuth認証情報設定

　3. 「新しいクライアント シークレット」をクリックします。

　4. 各項目を入力し、「追加」をクリックします。

説明: 任意の名称を入力

(本マニュアルでは"GroupSession Exchange Online 認証")

有効期限: 作成する認証情報の有効期限を選択

(本マニュアルでは"24か月"を選択)
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OAuth認証情報設定

　5. クライアント シークレット一覧に「4. で登録したクライアント シークレット」が表示されることを確認します。

　　 [値] 右側の「クリップボードにコピー」アイコンをクリックし、「シークレット キー」のコピーを行います。
　　 コピーした「シークレットキー」は、テキストファイル等に保存してください。
　　  (※ GroupSessionの認証情報登録時に使用します)

4：API のアクセス許可を設定する

　1. 画面左の[APIのアクセス許可]をクリックします。
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OAuth認証情報設定

　2. 「Microsoft Graph」をクリックします。

　3. まず、[アクセス許可を選択する]テキストボックスに「SMTP」と入力します。
　　 その後、[SMTP] - [SMTP.Send] チェックボックスを選択します。
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OAuth認証情報設定

　4. [アクセス許可を選択する]テキストボックスに「IMAP」と入力(3. から変更)します。
　　 その後、[IMAP] - [IMAP.AccessAsUser.All] チェックボックスを選択します。

　　 完了後、画面下部の「アクセス許可の更新」をクリックします。

　5. アクセス許可一覧に「SMTP.Send」、「IMAP.AccessAsUser.All」が追加されているかをご確認ください。
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OAuth認証情報設定

5：Microsoft　365管理センター へアクセスする

下記URLへアクセスした後、サインインを行います。
※ Microsoft アカウントが作成済みの必要があります。

URL: https://admin.microsoft.com/

6：メール アプリの設定を行う

　※ 下記の設定完了後、実際に設定が反映されるまで時間がかかる場合がございます。
　　　設定完了後、GroupSessionからの送信メールサーバ接続が失敗する場合、
　　　時間をおいてから再度お試しください。(約1 ～ 2時間)

　1. 画面左上のハンバーガーメニューをクリックします。
　　 その後、 [ユーザー] - [アクティブなユーザー] をクリックします。

　2. 一覧の明細行(GroupSessionからの接続を許可するユーザ)をクリックします。
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OAuth認証情報設定

　3. 2. の操作により表示されるフライアウト上部の「メール」をクリックします。
　　 その後、「メール アプリを管理する」をクリックします。

　4. 「IMAP」、「認証済み SMTP」を選択します。
　　 その後、「変更の保存」をクリックします。

22 / 25 



OAuth認証情報設定

１：メイン 管理者設定メニュー画面を表示する
設定をホバー後、「メイン 管理者設定」をクリックします。

2： OAuth認証情報管理画面を表示する
メイン 管理者設定メニュー画面の「OAuth認証情報管理」をクリックします。

4. OAuth認証情報を登録する
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OAuth認証情報設定

3： OAuth認証情報登録画面を表示する
OAuth認証情報管理画面の「追加」ボタンをクリックします。

4： OAuth認証情報登録確認画面を表示する
OAuth認証情報を設定し、「OK」ボタンをクリックすると、 OAuth認証情報登録確認画面に遷移します。

※ OAuth認証情報の各設定について

■ Gmail を使用する場合
　　プロバイダ : "Google Mail" を選択
　　クライアントID : プロバイダ設定 (※1)  4. で取得した「クライアントID」 を入力
　　シークレットキー : プロバイダ設定 (※1)  4. で取得した「クライアントシークレット」 を入力
　　　※1 本マニュアル「1. プロバイダの設定を行う(Google Mailの場合) [6：認証情報を作成する]」

■ Exchange Online を使用する場合
　　プロバイダ : "Microsoft Exchange Online" を選択
　　クライアントID : プロバイダ設定 (※2)  2. で取得した「クライアントID」 を入力
　　シークレットキー : プロバイダ設定 (※2)  5. で取得した「クライアントシークレット」 を入力
　　　※2 本マニュアル「2. プロバイダの設定を行う(Exchange Onlineの場合)　[3：認証情報を登録する] 」
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OAuth認証情報設定

4： OAuth認証情報を登録する
「確定」ボタンをクリックすると、 OAuth認証情報の登録が完了します。
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